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B 27 上腕部あヽよび腕打根形状の弁類 による袖原型 の検討

椙山ず学園大　参政　　o 杵上尚 子　申保淑子

〔(社) 日本家 政学 会

目句：袖原型製図IL おいて, 袖山線を決楚 寸るrこめには体型差を考魔､する弧零 がある。そ

こで■, }ｴ 腕部および腕付根形状 を数量飲に 分柳 すること＼zよ'). ＼態分類 を行い、代表者

のよ腕部形状 の平面展開より得られ梵曲線形態を検討し、袖原型作図 への急 用を試み↑こ。

方 法: 被検焉に本学被服学科3 ，牟年生1 叫 名 でヽヽある。JIS  <r>計測方 却-j準じ, 身体計測

訓卜 だ。さらにtx ーズ法によ'J採取 した腕ｲ寸根形状 を肩峰点より前部分 と後部分とに

分 け. 角胞 長さなどを細ヵヽくlt>S']しre。封 こ、主､腕部こも袖原型の袖山、袖幅などに相当

すう箇前を体表面に沿って計>I'lした。これらの計洲 直を主成か分拵し⊃ 個 マ■リ ス回転を

行い、因子負荷量、因引 尋点､を求め、上腕部みよ､u-絢 寸根形状・ 分類 をレ 体型 との4ヽ ヵヽ

わりを調べ七　この分類 されに被検老に対 して、雲傭馳 法を用いて扇句力ヽら上眺部にい↑

ての体表面を採取し、±､腕仰の計測箇隋 に切り込 みを入 れ、平面展開 を行い、これふり得

られrこ曲線の個人息 。現 れ５部分乙共通性・ ある部分 との違いを数量的 に検討した。
柿果: 八一回 ■ソフ入、回転後の因子負荷1:  およ。因子得々､い, 上腕部およむこヽ眺付根別 犬をぢ

態的にそれぞれぢｰに 分類 するこ乙ができJz。これぶ')、上腕部冊袱I  腕付根和x  I. は関

連性が洙いことヵ汁)かバ こ。平面展開され7よ 腕部 曲噺 こお'T る袖 つけ稗 は山<r)位置と映

下 の深し すなわち、山の高さと袖幅に個人鬼が現 れい)斗 袖伺 寸走 で11. どの被検蕩も、

ほぼ同l-曲線 を将 つ; とがわヵヽ つた。ZiX  らより体型胤を考屍｡した袖原型作図へ・ 端緒を
見配すことかて きre.

B 28 ア ー ム ホ ー ル と 肘 部 着 じ わ の 関 係

愛 知 教 育 大　 ○ 加 藤 祥 子　 日 下 部 信 幸

目 的　 肘 郵 の 着 じ わ は 、 袖 の 形 態 の みで な く 身 頃 の 形 態 に よ っ て も左 右 さ れ る と 考 え ら

れ る か 、 本 研 究 で は ア ー ム ホ ール の 形 状 が 肘 部 着じ わ に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し 、着 じ わ の 少

な い パ タ ー ンを 探 る。さ ら に 肘 郵 の 着 じ わ を 評 価 す る 上 で の 重 要 な 因 子 を 抽 出 し て 、 気 に

な る 着じ わ の 減 少 を 計 る 。

方 法　 実 験 服 は 、 ア ー ム ホ ー ル の 形 状を「Chest 1  ine 1 evel の 胸・ 背 幅 」、「 袖 ぐ り の 深

さ 」の ２ 要 因 、 ３ 水 準 か ら ９ 着 作 成 し た 。　し わ っ け は 、 普 通 体 型 の 女 子 学 生 ３ 名 が 肘 を つ

き 本を 読 む 姿 勢 で 行 っ た。 判 定 は 、 身 頃 の 一 部を 含 む 実 験 服 肘 郎 の 写 真を 用 い 、17 形 容 詞

対 に よ る ７ 段 階 のS  D 評 価 と 順 位 法 で 行 っ た 。 解 析 は 分 散 分 析 、 因 子 分 析 、 順 位 の グ ラ フ

解 析 法 に よ っ た 。

結 果　1  . 因 子 分 析 の 結 果 、 累 積 寄 与 率 が67 ％ に な る ２ 因 子 を 得 た 。 第 一 因 子 は し わ の

量を 、 第 二 因 子 は 、 し わ の 鮮 烈 さ を 表 す も の と 考 え ら れ た。

2 . 分 散 分 析 の 結 果 、 本 実 験 で ア ー ム ホ ール の 形 状を 決 定 し た ２ 要 因 は 肘 部 の 着 じ わ に 影

響を 及ぼ す こ と が わ か っ た 。

3 . 順 位 の グ ラ フ と 分 散 分 析 の 結 果 よ り 、ア ー ム ホ ー ル は 大 き い 方 が 着 じ わ の 発 生 を 抑 え

る こ と が わ か っ た 。さ ら に、「 袖 ぐ り の 深 溶 」を 深 く し て ア ー ム ホ ー ルを 大 き く す る よ り 、

「Chest 1  ine level の 胸・ 背 幅 」を 減 じ て ア ー ム ホ ール を 拡 大 す る ほ う が し わ の 発 生 は 少

な く な る こ と も わ か っ た 。


